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公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学に係る中期目標期間見込評価

及び中期目標期間評価実施要領

令和６年 月 日

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会

１ 趣旨

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（以下「法人」という。）に係る

中期目標期間の終了時に見込まれる業務実績の評価（以下「見込評価」という。）

及び中期目標期間の業務実績の評価（以下「期間評価」という。）に当たって

は、「公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学に係る評価基本方針」（令和３

年８月３日公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会決定）に定め

るもののほか、この要領の定めるところによる。

２ 見込評価及び期間評価の基本方針

(1) 見込評価は、次の点に留意して行うものとする。

ア 法人の自己点検・評価に基づいて行うことを基本とする。具体的には、

法人の中期計画の実施状況及び実施予定等に基づき、中期目標期間全体を

通じ見込まれる各項目の達成状況を確認（項目別評価）し、その結果等を

踏まえ、法人の特性に配慮しつつ、中期目標の達成に向けた進捗状況の総

合的な評価（全体評価）を行う。

イ 法人の質的向上を促す観点から、戦略性が高く意欲的な目標・計画等は、

達成状況の他にプロセスや内容を評価する等、積極的な取組として適切に

評価する。

ウ 評価に当たっては、高水準の教育研究の実施、先導的・実験的な教育研

究の実施、重要な学問分野の継承・発展、地域や国際社会への貢献、教育

研究の国内外連携を通じた実施等、法人の多様な役割に十分配慮する。

エ 中期目標の達成や中期目標期間終了時の検討に資するよう、評価を通じ、

今期の成果・課題や今後の改善の方向性を確認する。

（2）期間評価は、次の点に留意して行うものとする。

ア 法人の自己点検・評価に基づいて行うことを基本とする。具体的には、

法人の中期計画の実施状況等に基づき、中期目標の各項目の達成状況を確

認（項目別評価）し、その結果等を踏まえ、法人の特性に配慮しつつ、中

（案）
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期目標の達成状況の総合的な評価（全体評価）を行う。

イ 法人の質的向上を促す観点から、戦略性が高く意欲的な目標・計画等は、

達成状況の他にプロセスや内容を評価する等、積極的な取組として適切に

評価する。

ウ 評価に当たっては、高水準の教育研究の実施、先導的・実験的な教育研

究の実施、重要な学問分野の継承・発展、地域や国際社会への貢献、教育

研究の国内外連携を通じた実施等、法人の多様な役割に十分配慮する。

３ 評価方法

(1) 見込評価及び期間評価は「項目別評価」と「全体評価」により行う。

(2) 「項目別評価」は、中期計画の記載事項ごとにその実施状況を調査・分析

することにより、中期目標の達成に向けた進捗状況や達成状況を確認する。

(3) 「全体評価」は、項目別評価の結果等を踏まえつつ、中期目標の達成状

況全体について総合的な評価を行う。

４ 項目別評価の具体的方法

(1) 項目別評価は、次の４項目について行う。

ア 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

イ 法人の経営に関する目標

ウ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

エ その他業務運営に関する重要目標

(2) 項目別評価は次の手順により行う。

ア 法人による自己点検・評価

(ｱ) 法人は、中期目標期間終了時に見込まれる業務の実績に関する報告

書（様式１－１）及び中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（様

式２－１）（以下「業務実績報告書」という。）において中期計画の記載

事項ごとに別表１のとおり自己評価し、その実施状況を示すとともに、

そのように判断した理由を記載する。

(1)ア「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」に係る自己点

検・評価については、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 109 条

第２項に規定する認証評価機関の評価を受けている場合はその評価も

踏まえて行うものとする。

なお、中期目標期間の４年目に係る年度評価の業務実績報告書と見

込評価の業務実績報告書及び最終年度に係る年度評価の業務実績報告

書と期間評価の業務実績報告書は、それぞれ効率化の観点から様式を

一体のものとする。

(ｲ) 「各項目に関する特記事項」の欄においては、以下に掲げる事項に
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ついて記載することとする。

・ 特色ある取組や優れた成果・実績を上げた取組

・ 中期計画の達成状況を表す数値の比較

・ 中期計画の達成に遅滞が生じた取組及びその理由と対応策

・ その他法人が積極的に実施した取組

イ 評価委員会による検証（様式１－２、２－２）

評価委員会は、中期目標の達成に向けて、中期計画が十分に実施され

ているかどうかという観点から、中期計画の記載事項ごとに別表１のとお

り、業務の実績に関して総合的に検証を行う。

また、法人と評価委員会の判断が異なる場合は、その理由等を示す。

ウ 評価委員会による評価（様式１－３、２－３のうち「項目別評価」）

イの検証を踏まえ、活動目標及び特記事項も勘案し、４(1)に掲げる項

目ごとに中期目標の達成状況を示すこととする。また、優れた点や改善す

べき点について分かりやすく指摘する。

達成状況は、別表２のとおり示す。

５ 全体評価の具体的方法（様式１－３、２－３のうち「全体評価」）

項目別評価の結果及び成果目標等を踏まえ、法人の特性に配慮して中期目

標期間終了時に見込まれる業務実績又は中期目標期間の業務実績の全体を記

述式により評価する。

６ 評価のスケジュール

６月末まで 法人は業務実績報告書を提出

７月 評価委員会による業務実績報告書の調査・分析及び評価結果

(案)の策定

８月 評価結果(案)に対する法人の意見申立て機会を付与

評価結果を決定

７ 評価結果の取扱い

評価委員会は、評価結果を決定したときは、遅滞なく、法人に通知し、知

事に報告するとともに、知事の議会への報告に併せて静岡県庁ホームページ

に掲載して公表する。

８ その他

本実施要領を踏まえつつ、具体的な評価方法等については必要に応じ修正
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等を加えるものとする。
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別表１（自己点検・評価及び検証）

別表２（評価委員会評価）

（見込評価）

（期間評価）

自己評価

／検証
評語

SS 中期計画を大幅に上回って実施している。

Ｓ 中期計画を上回って実施している。

Ａ 中期計画を順調に実施している。

Ｂ 中期計画を十分には実施していない。

Ｃ 業務の大幅な見直し等が必要

評価 評語

Ⅰ 中期目標の達成に向けた進捗状況が非常に優れている。

Ⅱ 中期目標の達成に向けた進捗状況が良好である。

Ⅲ 中期目標の達成に向けた進捗状況がおおむね良好である。

Ⅳ 中期目標の達成に向けた進捗状況がやや遅れている。

Ⅴ 中期目標の達成のためには重大な改善事項がある。

評価 評語

Ⅰ 中期目標の達成状況が非常に優れている。

Ⅱ 中期目標の達成状況が良好である。

Ⅲ 中期目標の達成状況がおおむね良好である。

Ⅳ 中期目標の達成状況が不十分である。

Ⅴ 中期目標を達成しておらず、重大な改善事項がある。



様式 1-1

○○事業年度に係る業務の実績及び第○期中期目標期間

終了時に見込まれる業務の実績に関する報告書

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（注）○○事業年度は中期目標期間の４年目を表す。
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１ 法人名 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（大学名 静岡社会健康医学大学院大学 ）

２ 所在地

３ 役員の状況（任期）

４ 大学院等の構成

５ 学生数及び教職員数

「法人の概要」については、直近の状況を記入してください。

法人の概要
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６ 法人の基本的目標 ７ 大学の機構図
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法人の中期目標期間（△△～○○事業年度）の業務の実施状況を総括して

ください。その際、大学の基本的な目標の達成に向けた取組状況、中期計画

の全体的な進捗状況、各項目別の状況のポイント、各項目に横断的な事項の

実施状況などについて記載してください。

【留意事項】

記載にあたっては、当実績報告に基づく評価後に設立団体（県）が中期

目標期間終了時の検討（組織及び業務全般の検討）を行うことを踏まえ、

以下の点を説明するよう留意してください。

１ 特に重点的に取り組んだ、又は成果が上がった取組について、○○事

業年度の取組であることが分かるように記載してください。

２ 課題が生じている（生じた）事項について、課題の改善に向けた取組

状況を含め記載してください。

３ １、２のほか、評価委員会や認証評価機関からの意見・指摘や今中期

目標期間中に進行している環境変化等も考慮し、今後、更なる改善・充

実を目指したい点についても記載してください。

全体的な状況
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中

期

目

標

中期計画
○○（４年目）

年度計画

計画の実施状況等

（自己評価の判断理由等）

自己評価 検証 評価委員会

からの意見等中期 年度 中期 年度

（中期目標期間１～４年目の実施状況等）

（今後の見込）

（○○事業年度（４年目）の実施状況等）

＜活動目標＞

（中期目標期間１～４年目の実施状況等）

（今後の見込）

（○○事業年度（４年目）の実施状況等）

項目別の状況
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○ 「計画の実施状況等」欄のうち「（中期目標期間１～４年目の実施状況）（今後の見込）」の欄は、中期目標期間（６年間）における当該中期計画に係る業

務の実施状況等を具体的に記載（特徴的な取組や特に成果が見られた年度がある場合等については、当該年度の取組実績を個別に記載するなど、適宜工夫）

した上で、自己評価の判断根拠が明確になるよう必要に応じて今後の見込について記載してください。

○ 「自己評価」欄のうち「中期」の欄は、中期計画の記載事項ごとに、以下の５種類から該当するアルファベットを記載してください。なお、SS、Ｓ、Ｂ、

Ｃ評価とした項目については、それぞれ、「計画を大幅に上回って実施している（SS）」、「計画を上回って実施している（Ｓ）」、「計画を十分には実施してい

ない（Ｂ）」又は「業務の大幅な見直し等が必要（Ｃ）」と判断した理由を「「計画の実施状況等（自己評価の判断理由等）」の欄に、適宜、根拠となるデー

タ（数値目標の状況等）を示しながら、必ず記載してください。

SS： 中期計画を大幅に上回って実施している。

Ｓ： 中期計画を上回って実施している。

Ａ： 中期計画を順調に実施している。

Ｂ： 中期計画を十分には実施していない。

Ｃ： 業務の大幅な見直し等が必要

なお、「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」に係る自己評価については、学校教育法第 109 条第２項に規定する認証評価機関の評価を受けてい

る場合はその評価も踏まえることとしてください。（認証評価結果（改善事項や助言事項等）において、中期計画（教育研究等の質の向上）に関わる事項が

ある場合には、中期目標期間における当該事項の対応状況や成果等を「（中期目標期間１～４年目の実施状況）（今後の見込）」の欄に記載した上で、これを

評価の判断の基礎のひとつとし、自己評価を行ってください。）

○ 「自己評価」欄のうち「年度」の欄は、年度計画の記載事項ごとに、以下の５種類から該当するアルファベットを記載してください。なお、SS、Ｓ、Ｂ、

Ｃ評価とした項目については、それぞれ、「計画を大幅に上回って実施している（SS）」、「計画を上回って実施している（Ｓ）」、「計画を十分には実施してい

ない（Ｂ）」又は「業務の大幅な見直し等が必要（Ｃ）」と判断した理由を「「計画の実施状況等（自己評価の判断理由等）」の欄に、適宜、根拠となるデー

タ（数値目標の状況等）を示しながら、必ず記載してください。

SS： 計画を大幅に上回って実施している。

Ｓ： 計画を上回って実施している。

Ａ： 計画を順調に実施している。

Ｂ： 計画を十分には実施していない。

Ｃ： 業務の大幅な見直し等が必要

○ 中期計画と年度計画には、それぞれ整理番号を付し、対応関係が分かるようにしてください。
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○○（中期目標の最上位の各項目名を付記）に関する特記事項

特色ある取組や優れた成果・実績を上げた取組、年度計画の達成状況を表す数値の比較、年度計画の達成に遅滞が生

じた取組及びその理由と対応策、その他法人が積極的に実施した取組について、中期目標期間（△△～○○事業年度）

の状況と、○○事業年度の状況を分けて記載してください。（各事項について、関連計画番号を付記してください。）

また、末尾に、中期目標期間３年目に係る評価結果における課題、意見及び指摘等に対する対応状況（中期計画及び

年度計画並びに業務運営の改善への反映状況）を記載してください。（「○○事業年度の評価結果における課題、意見及

び指摘等に対する対応状況」等、適宜件名を付し、他の記載事項と区別すること）
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中期計画 年度計画 年度計画に係る実績

１ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

２ 短期借入金の限度額

３ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産の処分に関する計画

４ 出資等に係る不要財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

5 剰余金の使途

6 県の規則で定める業務運営計画

⑴ 施設及び設備に関する計画

⑵ 人事に関する計画

その他の記載事項
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研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (人) (b) (人) (b)/(a)×100 (%)

別表 学生の状況
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１ 入学者の状況

(１) 大学院志願倍率

※ 志願倍率＝志願者数÷募集人員 小数点以下第 2位を四捨五入

２ 修了者の状況

３ 資格免許の取得状況

区 分 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

全

選

抜

方

法

大学院計

その他法人の現況に関する事項

直近事業年度を最右とすること（年度表記は R○等と略して可）
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４ 外部資金の受入状況

(1) 外部資金の状況 （単位：千円）

(2) 科学研究費補助金の申請採択状況

区 分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

合 計

件数

教員一人

あたり件数

金額

申請年度

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

新規採択申請件数

うち採択件数
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５ 公開講座の開催状況 （県民を対象としたイベント等を含む場合、そのように記載すること）

６ その他学生等の受入状況

(1) 科目等履修生、聴講生、研究生等の状況 （単位：人）

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

テーマ件数

開催箇所

延べ開催回数

延べ受講者数

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

科目等履修生

聴講生

研究生
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７ 研修会等の開催状況

（○○年度：当業務実績報告書対象年度、△△年度：○○年度の前年度）

テーマ名

延べ開催回数 延べ受講者数 受講者割合
備 考

△△年度 ○○年度 △△年度 ○○年度 △△年度 ○○年度

その他、評価の参考となる指標について適宜追加してください。



様式 1-2

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

○○事業年度に係る業務の実績及び第○期中期目標期間

終了時に見込まれる業務の実績に関する検証結果

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会

（注）○○事業年度は中期目標期間の４年目を表す。



1

１ 法人名 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（大学名 静岡社会健康医学大学院大学 ）

２ 所在地

３ 役員の状況（任期）

４大学院等の構成

５ 学生数及び教職員数

法人の概要



2

６ 法人の基本的目標 ７ 大学の機構図



3

中

期

目

標

中期計画 ○○年度計画
計画の実施状況等

（自己評価の判断理由等）

自己評価 検証 評価委員会

からの意見等中期 年度 中期 年度

（中期目標期間１～４年目の実施状況等）

（今後の見込）

（○○事業年度の実施状況等） 過去年度

評価結果

＜活動目標＞

（中期目標期間１～４年目の実施状況等）

（今後の見込）

（○○事業年度の実施状況等） 過去年度

評価結果

項目別の状況



4

中期計画 ○○年度計画 実績

１ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

２ 短期借入金の限度額

３ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産の処分に関する計画

４ 出資等に係る不要財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

5 剰余金の使途

6 県の規則で定める業務運営計画

⑴ 施設及び設備に関する計画

⑵ 人事に関する計画

その他の記載事項



5

研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (人) (b) (人) (b)/(a)×100 (%)

別表 学生の状況



様式 1-3

第○期中期目標期間（△△年度～○○年度）

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

第○期中期目標期間終了時に見込まれる業務の実績に

関する評価結果

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学



1

１ 評価結果と判断理由

全 体 評 価



2

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅱ 法人の経営に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅲ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅳ その他業務運営に関する重要目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

項 目 別 評 価



様式 2-1

○○事業年度に係る業務の実績及び第○期中期目標期間

に係る業務の実績に関する報告書

（△△～○○事業年度）

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（注）○○事業年度は中期目標期間の最終事業年度、△△～○○事業年度は中期目標期間を表す。



1

１ 法人名 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（大学名 静岡社会健康医学大学院大学 ）

２ 所在地

３ 役員の状況（任期）

４ 大学院等の構成

５ 学生数及び教職員数

「法人の概要」については、直近の状況を記入してください。

法人の概要



2

６ 法人の基本的目標 ７ 大学の機構図



3

法人の中期目標期間（△△～○○事業年度）の業務の実施状況を総括して

ください。その際、大学の基本的な目標の達成に向けた取組状況、中期計画

の全体的な進捗状況、各項目別の状況のポイント、各項目に横断的な事項の

実施状況などについて記載してください。

また、○○事業年度に、特に重点的に取り組んだ、又は成果が上がった取

組についても記載してください。（○○事業年度の取組であることが分かる

ように記載してください。）

全体的な状況全体的な状況



4

中

期

目

標

中期計画
○○（６年目）

年度計画

計画の実施状況等

（自己評価の判断理由等）

自己評価 検証 評価委員会

からの意見等中期 年度 中期 年度

（中期目標期間の実施状況等）

（○○事業年度（６年目）の実施状況等）

＜活動目標＞

（中期目標期間の実施状況等）

（○○事業年度（６年目）の実施状況等）

項目別の状況



5

○ 「計画の実施状況等」欄のうち「（中期目標期間の実施状況概略）」の欄は、中期目標期間（６年間）における当該中期計画に係る業務の実施状況を具体

的かつ分かりやすく記載してください。（特徴的な取組や特に成果が見られた年度がある場合等については、当該年度の取組実績を個別に記載するなど、適

宜工夫してください。）

○ 「自己評価」欄のうち「中期」の欄は、中期計画の記載事項ごとに、以下の５種類から該当するアルファベットを記載してください。なお、見込評価時

の評価結果をカッコ書きで併記するとともに、評価を変えたものは「計画の実施状況等（自己評価の判断理由等）」の欄にそのように判断した理由を記載し

てください。

SS： 中期計画を大幅に上回って実施している。

Ｓ： 中期計画を上回って実施している。

Ａ： 中期計画を順調に実施している。

Ｂ： 中期計画を十分には実施していない。

Ｃ： 業務の大幅な見直し等が必要

なお、「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」に係る自己評価については、学校教育法第 109 条第２項に規定する認証評価機関の評価を受けてい

る場合はその評価も踏まえることとしてください。（認証評価結果（改善事項や助言事項等）において、中期計画（教育研究等の質の向上）に関わる事項が

ある場合には、中期目標期間における当該事項の対応状況や成果等を「（中期目標期間の実施状況概略）」の欄に記載した上で、これを評価の判断の基礎の

ひとつとし、自己評価を行ってください。なお、取扱いについては、必要に応じ見直す場合もありますが、その際には別途お示しします。）

○ 「自己評価」欄のうち「年度」の欄は、年度計画の記載事項ごとに、以下の５種類から該当するアルファベットを記載してください。なお、SS、Ｓ、Ｂ、

Ｃ評価とした項目については、それぞれ、「計画を大幅に上回って実施している（SS）」、「計画を上回って実施している（Ｓ）」、「計画を十分には実施してい

ない（Ｂ）」又は「業務の大幅な見直し等が必要（Ｃ）」と判断した理由を「計画の実施状況等（自己評価の判断理由等）」の欄に、適宜、根拠となるデータ

（数値目標の状況等）を示しながら、必ず記載してください。

SS： 計画を大幅に上回って実施している。

Ｓ： 計画を上回って実施している。

Ａ： 計画を順調に実施している。

Ｂ： 計画を十分には実施していない。

Ｃ： 業務の大幅な見直し等が必要

○ 中期計画と年度計画には、それぞれ整理番号を付し、対応関係が分かるようにしてください。



6

○○（中期目標の最上位の各項目名を付記）に関する特記事項

特色ある取組や優れた成果・実績を上げた取組、年度計画の達成状況を表す数値の比較、年度計画の達成に遅滞が生

じた取組及びその理由と対応策、その他法人が積極的に実施した取組について、中期目標期間（△△～○○事業年度）

の状況と、○○事業年度の状況を分けて記載してください。（各事項について、関連計画番号を付記してください。）

また、末尾に、中期目標期間５年目に係る評価結果における課題、意見及び指摘等に対する対応状況（中期計画及び

年度計画並びに業務運営の改善への反映状況）を記載してください。（「○○事業年度の評価結果における課題、意見及

び指摘等に対する対応状況」等、適宜件名を付し、他の記載事項と区別すること）



7

中期計画 年度計画 年度計画に係る実績

１ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

２ 短期借入金の限度額

３ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産の処分に関する計画

４ 出資等に係る不要財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

5 剰余金の使途

6 県の規則で定める業務運営計画

⑴ 施設及び設備に関する計画

⑵ 人事に関する計画

その他の記載事項



8

研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (人) (b) (人) (b)/(a)×100 (%)

別表 学生の状況



9

１ 入学者の状況

(１) 大学院志願倍率

※ 志願倍率＝志願者数÷募集人員 小数点以下第 2位を四捨五入

２ 修了者の状況

３ 資格免許の取得状況

区 分 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

全

選

抜

方

法

大学院計

その他法人の現況に関する事項

直近事業年度を最右とすること（年度表記は R○等と略して可）



10

４ 外部資金の受入状況

(1) 外部資金の状況 （単位：千円）

(2) 科学研究費補助金の申請採択状況

区 分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

合 計

件数

教員一人あた

り件数

金額

申請年度

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

新規採択申請件数

うち採択件数



11

５ 公開講座の開催状況 （県民を対象としたイベント等を含む場合、そのように記載すること）

６ その他学生等の受入状況

(1) 科目等履修生、聴講生、研究生等の状況 （単位：人）

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

テーマ件数

開催箇所

延べ開催回数

延べ受講者数

区分
○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 ○○年度 備 考

科目等履修生

聴講生

研究生



12

７ 研修会等の開催状況

（○○年度：当業務実績報告書対象年度、△△年度：○○年度の前年度）

テーマ名

延べ開催回数 延べ受講者数 受講者割合
備 考

△△年度 ○○年度 △△年度 ○○年度 △△年度 ○○年度

その他、評価の参考となる指標について適宜追加してください。



様式 2-2

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

○○事業年度に係る業務の実績及び第○期中期目標期間

に係る業務の実績に関する検証結果

（△△～○○事業年度）

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学評価委員会

（注）○○事業年度は中期目標期間の最終事業年度、△△～○○事業年度は中期目標期間を表す。



1

１ 法人名 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

（大学名 静岡社会健康医学大学院大学 ）

２ 所在地

３ 役員の状況（任期）

４大学院等の構成

５ 学生数及び教職員数

法人の概要



2

６ 法人の基本的目標 ７ 大学の機構図



3

中

期

目

標

中期計画 ○○年度計画
計画の実施状況等

（自己評価の判断理由等）

自己評価 検証 評価委員会

からの意見等中期 年度 中期 年度

（中期目標期間の実施状況等）

（○○事業年度の実施状況等） 過去年度

評価結果

＜活動目標＞

（中期目標期間の実施状況等）

（○○事業年度の実施状況等） 過去年度

評価結果

項目別の状況



4

中期計画 ○○年度計画 実績

１ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

２ 短期借入金の限度額

３ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産の処分に関する計画

４ 出資等に係る不要財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

5 剰余金の使途

6 県の規則で定める業務運営計画

⑴ 施設及び設備に関する計画

⑵ 人事に関する計画

その他の記載事項



5

研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (人) (b) (人) (b)/(a)×100 (%)

別表 学生の状況



様式 2-3

第○期中期目標期間（△△年度～○○年度）

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学

第○期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果

年 月

公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学



1

１ 評価結果と判断理由

全 体 評 価



2

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅱ 法人の経営に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅲ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

Ⅳ その他業務運営に関する重要目標

１ 評価結果と判断理由

２ 優れた点、特色ある点、改善を要する点

項 目 別 評 価


